
 

木
々
を
わ
た
る
風
に
も
、
そ
こ
は
か
と
な
く
初
夏
の
気
配
を
感
じ

る
こ
ろ
と
な
り
ま
し
た
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
い
か
が
お
過

ご
し
で
し
ょ
う
か
。 

ま
た
、
日
頃
よ
り
谷
山
第
二
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

今
回
の
「
区
画
整
理
だ
よ
り
」
で
は
、
事
業
の
進
捗
状
況
、
令
和

元
年
度
（
平
成
３１
年
度
）
の
予
算
と
工
事
予
定
等
に
つ
い
て
、
お
知

ら
せ
し
ま
す
。 
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谷山第二地区  第３９号 
 

区 画 整 理 だ よ り 
 

ご

あ

い

さ

つ 

平
成
30
年
度
は
、
新
永
田
橋
交
差
点
整
備
に
関
連
し
て
、
谷
山
第
二
地

区
内
の
辻
之
堂
本
城
線
の
道
路
嵩
上
工
事
を
行
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
交
差
点
改
良
工
事
や
区
画
道
路
の
築
造
工
事
、
宅
地
の
整
地
も

行
い
ま
し
た
。 

委
託
業
務
は
、
出
来
形
確
認
測
量
や
換
地
計
画
等
作
成
を
行
い
ま
し
た
。 

平
成
30
年
度
末
の
進
捗
状
況
は
事
業
費
ベ
ー
ス
で
約
９9
％
で
す
。 

① 道路嵩上工事 

  （辻之堂本城線） 
② 交差点改良工事 

（辻之堂本城線） 

③ 道路築造、宅地整地工事 

（1～4 BＬ付近） 

進

捗

状

況 

谷山第二地区航空写真 

（平成７年頃 施行前） 

施行前 と 現在の様子 

谷山第二地区航空写真 

（平成 31 年３月） 

① 
②

③

新永田橋交差点 



 
 

リサイクル適性の表示：紙へリサイクル可 

出
来
形
確
認
測
量
に
つ
い
て
（
お
願
い
） 

平
成
２６
年
度
よ
り
、
こ
れ
ま
で
完
成
し
た
宅
地
の
位
置
、
形
状
、
面
積
を
確
認
す
る

た
め
の
出
来
形
確
認
測
量
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
令
和
元
年
度
（
平
成
３１
年
度
）
に

全
て
の
測
量
が
完
了
す
る
予
定
で
す
。 

測
量
調
査
の
た
め
、
皆
様
の
土
地
に
立
ち
入
る
際
に
は
、
鹿
児
島
市
が
発
行
す
る
土
地

立
ち
入
り
認
定
証
を
携
帯
し
た
委
託
業
者
が
お
声
掛
け
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。 

（
※
境
界
に
ア
ル
ミ
プ
レ
ー
ト
を
設
置
後
、
測
量
を
行
い
ま
す
。
） 

 

な
お
、
ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
『
谷
山
第
二
・
第
三
地
区
係
』
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

土
地
区
画
整
理
審
議
会
の
開
催
報
告 

《
第
５５
回 

谷
山
第
二
地
区
土
地
区
画
整
理
審
議
会
》 

開
催
日 

平
成
３１
年
3
月
18
日
（
月
） 

出
席
委
員 

１３
名 

 

●
諮
問
第

２９３
号
か
ら
諮
問
第

３０７
号 

 
 

保
留
地
を
新
た
に
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま

し
た
。 

●
諮
問
第

３０８
号 

 
 

所
有
者
の
同
意
に
よ
り
換
地
を
定
め
な
い
こ
と
に
つ
い
て

説
明
を
行
い
ま
し
た
。 

●
諮
問
第

３０９
号 

 
 

評
価
員
定
数
５
名
に
対
し
、
１
名
の
欠
員
が
生
じ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
新
た
な
評
価
員
の
選
任
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま

し
た
。 

 

【
諮
問
第

２９３
号
か
ら
諮
問
第

３０９
号
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
】 

 

※
保
留
地
に
つ
い
て 

 
 

今
回
の
審
議
会
で
定
め
た
保
留
地
１９
区
画
の
位
置
に
つ

い
て
は
、
谷
山
都
市
整
備
課
で
閲
覧
で
き
ま
す
。 

今
後
、
保
留
地
処
分
価
格
を
定
め
る
た
め
の
評
価
員
会
を

開
催
し
、
評
価
員
の
意
見
を
聞
い
て
処
分
価
格
を
定
め
、
保

留
地
の
処
分
を
行
い
ま
す
。 

 
 

処
分
時
期
は
未
定
で
す
が
、
処
分
を
行
う
際
に
は
市
民
の

ひ
ろ
ば
等
で
周
知
広
報
を
行
い
ま
す
。 

 

※
評
価
員
に
つ
い
て 

 
 

評
価
員
の
役
割
は
、
土
地
区
画
整
理
法
に
規
定
さ
れ
て
お

り
、
換
地
計
画
に
お
い
て
清
算
金
若
し
く
は
保
留
地
を
定
め

よ
う
と
す
る
場
合
、
土
地
及
び
土
地
に
つ
い
て
存
す
る
権
利

の
価
額
の
評
価
に
つ
い
て
意
見
を
提
出
し
ま
す
。 

出
来
形
確
認
測
量
と
は
、
将
来
行
う
換
地
計
画
の
作
成
・
換
地
処
分
に
先
立
っ
て
、

街
区
及
び
画
地
の
位
置
や
形
状
及
び
面
積
等
の
確
認
を
目
的
と
し
、
皆
様
方
の
権
利

面
積
と
清
算
金
の
確
定
の
上
で
も
重
要
な
作
業
と
な
り
ま
す
。 

あ

と

が

き

新
元
号
『
令
和
』
が
５
月
１
日
に
施
行
さ
れ
た
た
め
、『
令
和

元
年
度
（
平
成
３１
年
度
）
』
と
し
て
お
り
ま
す
。 

 

こ
の
「
谷
山
第
二
地
区
区
画
整
理
だ
よ
り
」
は
施
行
区
域
内

の
関
係
権
利
者
と
お
住
ま
い
の
皆
様
に
配
布
し
て
お
り
ま
す
。 

ご
意
見
・
ご
要
望
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、『
谷
山
都
市
整
備

課
谷
山
第
二
・
第
三
地
区
係
』
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

令
和
元
年
度
（
平
成
３１
年
度
）
の
当
初
予
算
は
1
億
８
千
万
円

で
、
区
画
道
路
、
御
所
下
和
田
名
線
な
ど
の
舗
装
工
事
や
辻
之
堂

本
城
線
の
歩
道
整
備
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
出
来
形
確
認
測
量
や

換
地
計
画
等
作
成
も
行
い
ま
す
。 

工
事
期
間
中
は
、
皆
様
に
ご
不
便
を
お
か
け
す
る
こ
と
が
あ
る

と
存
じ
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

令
和
元
年
度
（
平
成
３１

年
度
）
予
算
と
工
事
予
定 

令和元年度（平成３１年度） 測量実施予定図 

区画道路（舗装） 

辻之堂本城線 歩道整備 

南清見諏訪線（舗装） 

御所下和田名線 交差点部（舗装） 

令和元年度（平成３１年度） 工事施工予定図 

アルミプレート 

 


